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【改訂版】ロシア産原油・石油製品に係る上限価格措置（プライスキャップ制度）－IG共通回章 

 

 

2023年2月 5日、ロシアが石油の輸出から得る収入を抑制することを目的としたプライスキャップ制

度が予定どおり拡大され、CN コード 2710 に該当するロシア産の石油製品についても上限価格が設定

されました。 

 

上限価格は 2種類あります。 

 原油より安値で取引される石油製品：1バレルあたり 45米ドル 

 原油より高値で取引される石油製品：1バレルあたり 100米ドル 

 

CN コード 2710 に該当する各製品が 2 種類の上限価格のいずれに分類されるかの詳細は、EU 規則

833/2014の附属書XXVIIIに記載されていますが、最近発行されたEUガイダンス文書でもご確認い

ただけます。 

 

プライスキャップ制度の下、国際 P&Iグループ（IG）に加盟するクラブは、石油製品貨物の1バレルあ

たりの価格が船積みから仕向港における通関まで上限価格以下である場合に限り、ロシア産石油製品の

プライスキャップ連合以外の国への輸送に対するP&Iカバーを提供できるようになります。 

 

2月5日の時点ですでにロシア産石油製品を積載していた船舶は、2023年 4月1日までに航海を完了

し貨物を積み下ろすのであれば、たとえ貨物がプライスキャップを超える価格で販売されていたとして

も、合法的に航海を継続することができます。 

 

2月5日以降にロシアの石油製品貨物を輸送しようとする船主または用船者は、保険期間中、本船に積

まれている間にプライスキャップを超える価格で販売されたロシアの石油製品貨物を輸送しないという

宣誓書を P&Iクラブに提出する必要があります。宣誓書のフォームについては、本特別回報の添付2を

ご参照ください。なお、宣誓書は、毎年、新保険年度の開始時に提出する必要があります。 

 

また、2023年2月5日より前に開始され、2023年4月 1日までに完了するロシア産石油製品の輸送

に関わる取引に従事している船主および用船者は、別途証明を提出する必要があります。証明のフォー

ムについては、本特別回報の添付 1をご参照ください。 

 

ロシア産の石油製品に適用されるプライスキャップ制度をふまえ、以下 12月 9日に発行した特別回報

（オリジナル）の内容を赤字にて改訂いたします。 

 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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要旨 

 EU、G7、オーストラリア（「プライスキャップ連合」）は、世界市場へのロシア産原油の供給を

維持すると同時に、ロシアが石油輸出から得る収益を削減することを目的として、2022 年 12

月 5日から発効する法律とガイダンスを導入しました（「プライスキャップ制度」）。 

 

 プライスキャップ制度の下、国際 P&Iグループ（IG）に加盟するクラブは、原油貨物の価格が船

積みから仕向港における通関まで上限価格以下である場合に限り、ロシア産原油のプライスキャ

ップ連合以外の国への輸送に対する P&Iカバーを提供できます。 

 

 ロシア産の石油製品については、2023 年 2 月 5 日に別個のプライスキャップが導入されまし

た。 

 

 12月 5日の時点ですでにロシア産原油を積載していた船舶は、2023年 1月 19日までに航海を

完了し貨物を積み下ろした場合に限り、たとえ貨物がプライスキャップを超える価格で販売され

ていたとしても、合法的に航海を継続することができました。 

 

 クラブ、船主、用船者は、それぞれ所有、用船、保険提供する船舶に積まれたロシアの原油・石

油製品の貨物の価格がプライスキャップに沿ったものであることを確認することが求められま

す。このチェックは、関連する期間において価格がプライスキャップを超えないことを示す、契

約相手による契約上の証明の形で行われることになります。 

 

 12月 5日以降にロシアの原油貨物を輸送しようとする、または 2月 5日以降にロシアの石油製

品貨物を輸送しようとする船主・用船者は、保険期間中、本船に積まれている間にプライスキャ

ップを超える価格で販売されたロシアの原油／石油製品貨物を輸送しないという証明を P&I ク

ラブに提出する必要があります。証明のフォームについては、本特別回報の添付2をご参照くだ

さい。 

 

 また、2023年 2月5日より前に開始され、2023年 4月1日までに完了するロシア産石油製品

の輸送に関わる取引に従事している船主および用船者は、別途証明を提出する必要があります。

証明のフォームについては、本特別回報の添付1をご参照ください。 

 

 2022年 12月5日以降に船積みされるロシア産原油と2023年2月5日以降に船積みされる石

油製品の輸送に対するクラブの保険カバーは、組合員が適切な証明の提供を含むプライスキャッ

プ制度の要件を完全に遵守することが条件となります。クラブは、運送される貨物が上限価格よ

り高い価格で購入されたと疑うに足る合理的な根拠がある場合、カバーを取り止める必要があり

ます。 

 

はじめに 

2014年のロシアによるクリミア併合以来、ロシアを対象とする様々な貿易制裁が実施されてきました。 

 

今回の危機に先立つ数か月間、EU・G7などの国々は、ロシアが軍事侵攻を行った場合、前例のない制

裁プログラムを実施することを警告していました。2022年 2月 24日の侵攻後、EU・英国・米国およ

びその他の同盟国は、ロシアの金融部門、航空・海運、防衛・航空宇宙・エネルギーなどの経済戦略部

門、およびロシアのウクライナ侵攻を促進している個人を標的とする、大きな影響力を持つ協調的な制

裁プログラムを発動しました。これらの制裁プログラムは、ロシア軍が国際的に承認されたウクライナ

の領土内に留まる限り、継続的に見直され、発展・実施されていくと予想されます。これらの措置が海
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運と P&I保険に与える影響については、これまでに発行された IG共通回章（特別回報）をご参照くだ

さい。 

 

ロシア原産の原油および石油製品に係る上限価格措置（プライスキャップ制度） 

EU/G7は、ロシアの石油販売による収入を減少させるための制裁措置に重点を置いています。 

 

こうした努力の結果、G7の財務大臣は、2022年9月 2日にドイツのエルマウで開催されたG7とEU

の会合において、設定された価格を超える金額で販売されるロシアの原油に対する海事サービスを禁止

する「プライスキャップ制度」に合意しました。プライスキャップの目的は以下の 3つです。 

1. 世界市場へロシア産石油の供給を維持すること 

2. 世界の石油価格の上昇を抑制すること 

3. ロシアの原油および石油製品の輸出による収益を減少させること 

 

プライスキャップ制度では、EU、G7およびオーストラリアといった同盟国の管轄下にある者は、上限

価格以下で販売された場合を除き、ロシアの原油や石油製品を輸送したり、輸送を可能にするサービス

（P&I保険を含む）を提供したりすることが禁止されます。EU、G7その他同盟国の管轄下にある事業

者によるサービス提供の禁止は、EU/G7 連合に属さない第三国による輸送や第三国への輸送にも適用

され、その範囲において連合の域外へも効力を持つことになります。プライスキャップ制度は、原油（CN

コード 2709-00）については 2022年 12月 5日に、石油製品（同 2710）については 2023年2月5

日に開始されます。 

 

2022年 12月 2日、EU/G7連合は、2022年 12月 5日以降のロシアの原油の上限価格を、G7連合

による見直しを前提に、まずは 1バレルあたり 60米ドルに設定することを発表しました。 

 

2023年 2月 4日、EU/G7連合は、2023年 2月 5日以降のロシアの石油製品の上限価格を、G7連

合による見直しを前提に、まずは原油より安値で取引される石油製品について 1バレルあたり 45米ド

ル、原油より高値で取引される石油製品について 1 バレルあたり 100 米ドルに設定することを発表し

ました。 

 

また先日、EU、英国および米国より、プライスキャップ制度を実施するための法律およびガイダンスが

発表されました。本特別回報は、船主、用船者および IG とその再保険者によるそのような取引への保

険提供に対するこの制度の影響について説明するものです。 

 

米国 

IG加盟クラブの一つや再保険者、銀行を含む多くのサービス提供者が、米国領域内に存在するか、米国

法の対象となる金融取引や契約を有しているため、米国の法律が関連してきます。 

 

2022年 11月 21日に米国財務省は、大統領令 14071号に基づく決定を出し、ロシア原産の原油の海

上輸送に関連する以下のカテゴリーに属するサービスを禁止しました。 

（i）貿易/商品仲介、（ii）融資、（iii）海運、（iv）保険（再保険・P&I保険を含む）、（v）旗国、（vi）通関 

これらのサービスの提供の禁止は、2022年 12月 5日に発効しました。 

 

2023年 2月 3日、米国財務省は大統領令 14071号の 1(a)(ii)項に従い、ロシア原産の石油製品の海上

輸送に関連する特定のサービスを禁止する決定（2月5日発効）を出しました。同日、財務省は「ロシ

ア連邦原産の原油および石油製品に対するプライスキャップの実施に関する OFAC ガイダンス」と題

する文書も発表しました。 

https://home.treasury.gov/system/files/126/determination_11222022_eo14071.pdf
https://home.treasury.gov/system/files/126/20221205_Price_cap_determination.pdf
https://home.treasury.gov/system/files/126/price_cap_guidance_combined_20230203.pdf
https://home.treasury.gov/system/files/126/price_cap_guidance_combined_20230203.pdf
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また同日、財務省/OFAC は「船舶の緊急事態に関連し特定のサービスを許可する General Licence 

No.57A」を発表しました。 

 

プライスキャップの対象となる貨物の輸送を検討されている組合員におかれましては、これらの文書を

ご一読されることをお勧めします。 

 

米国のプライスキャップ制度においては、米国人によるEU/G7連合以外の国へのロシア産原油・石油

製品の輸送または輸送に対するサービスの提供は、ロシアの事業者が海上輸送のために原油・石油製品

を販売した時点からロシア以外の管轄区域で通関後最初に陸上で販売されるまでの間、原油・石油製品

の価格が上限価格以下である場合に限り合法となります。しかし、通関後、ロシア産の原油または石油

製品がロシア国外で実質的に別の製品に変更されることなく水上に戻される（海上輸送を利用する）場

合は、依然としてプライスキャップが適用されます。 

 

船主およびサービス提供者は、この期間の原油・石油製品の価格を確認するために一定の措置を講じる

必要があります。措置の内容は、売買契約の当事者との関係性の深さによって決まり、価格情報を入手

できる立場にある者がより厳しい義務を負うことになります。EU/G7 連合は、石油輸送に携わる当事

者を 3つの「階層（Tier）」に分類しています。Tier 1の定義に該当する者は、Tier 2や Tier 3に該当

する者に比べて、より広範なチェックを要求されます。Tier 3は貨物の価格情報に直接アクセスできな

い者であり、P&Iクラブや船主を含みます。用船者も Tier 3とみなされる可能性がありますが、売買契

約への近接性や売買契約に関する認識の程度によっては、Tier 2あるいは Tier 1にもなり得ます。 

 

プライスキャップ制度に関与する当事者は、契約相手より入手する、貨物に支払われた価格がプライス

キャップを遵守しているという書面または証拠（「Attestation」）を含む取引の記録を保管する義務を負

います。これらの記録は、5年間保管されなければなりません。 

 

上述のOFACガイダンスは、適用される記録保管・証明のプロセスを誠実に遵守する米国のサービス提

供者のための、OFACによる執行からのいわゆる「セーフハーバー」（一定の要件を満たした場合には、

規則違反としないという取扱い）に言及しています。 

 

米国人は、大統領令 14701号に基づく決定に違反する取引への従事および/または決定をかいくぐる行

為を行ってはならず、そのような決定に対する違反や回避活動については OFAC へ報告しなければな

りません。 

 

英国 

P&Iクラブを含む多くの海事サービス提供者は、英国の領土内にあるか、英国法の適用を受ける金融取

引や契約を行っているため、英国の法律との関連性を持っています。 

 

2022年11月1日に英国政府は「ロシア（制裁）（EU離脱）（修正）（No.16）規則 2022」を公表し、

英国の法律が 2022 年 6月 4日に公表された EU第 6次制裁パッケージとおおむね同じになるよう調

整を行いました。当該規則では、以下の提供が禁止されています。 

 

 ロシアの原油および石油製品の第三国への海上輸送、および 

 そのような輸送のための補助的な海事サービスおよび金融サービス 

 

2022年12月4日に英国財務省は「英国 海事サービスの禁止および石油プライスキャップに関するガ

イダンス」を発表しました。当該ガイダンスは、石油製品に関するプライスキャップの開始を受けて改

https://home.treasury.gov/system/files/126/russia_gl57a.pdf
https://home.treasury.gov/system/files/126/russia_gl57a.pdf
https://www.gov.uk/government/publications/russian-oil-services-ban
https://www.gov.uk/government/publications/russian-oil-services-ban
https://www.gov.uk/government/publications/russian-oil-services-ban
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訂されています。 

 

また、英国は同日にプライスキャップ制度を実施するためのGeneral Licenceを発表しました。当該ラ

イセンスは、石油製品に関するプライスキャップの開始を受けて 2023 年 2 月 3 日に改訂されていま

す。さらに 2022年 12月 4日には、制度開始時にすでにロシアの石油を積んでいた船舶への経過措置

に関する事業縮小のためのGeneral Licenceを発表しました。また、2023年 2月 3日には、石油製品

に関する事業縮小のための追加のGeneral Licenceが発表されています。 

 

英国のプライスキャップ制度の効果は、米国の制度によく似ていますが、いくつか重要な相違点があり

ます。General Licenceの適用範囲に入るためには、関連貨物の価格は「船上での貨物の受け取りから、

貨物が引き渡され第三国の税関を通過する時点、または非特恵原産地規則に沿って実質的に別の商品に

変更される時点までの間」上限価格以下を維持する必要があります。米国のガイダンスと同様に、英国

のガイダンスは、「...原油または石油製品が第三国の税関を通過した後、実質的に加工されずに海上輸送

によって再び貿易に戻る場合、プライスキャップは依然として適用される」と規定しています。 

 

米国のガイダンスと同様、英国は制度に参加する当事者に対し、貨物がプライスキャップに適合してい

るという証拠を入手するよう求めており、当事者の義務の程度は、売買契約との関係の深さによって決

まります。米国と同様に Tier 構造を採用し、各 Tierの説明もほぼ同じです。また、参加事業者はプラ

イスキャップ取引に関する記録を 4年間保管することが義務付けられています。 

 

米国ガイダンスにある「セーフハーバー」の概念への言及は、英国ガイダンスにはありません。その代

わり、英国の管轄下にある当事者（居住地に関係なく英国人を含む）は、プライスキャップが遵守され

ていない場合に執行措置を回避するためには、OFSI（金融制裁執行局）に対し「...証明プロセスの要件

を...OFSI が満足するようタイムリーかつ完全に満たし、適切なデューディリジェンスを尽くした...」

ことを証明しなければなりません。 

 

現在、英国の企業または国民による、ロシア産の原油・石油製品をロシアから第三国、または第三国か

ら第三国へ船舶で輸送する世界中の者に対する金融サービス、資金や仲介サービスの提供は、当該貨物

が制度開始（原油は2022年 12月5日、石油製品は 2023年2月 5日）後に上限価格を超えて購入さ

れていた場合、刑事上の犯罪となります。OFSI が取り得る執行措置の範囲には、厳格責任に基づいて

科される罰金も含まれ、その額はプライスキャップ制度の違反額の 50%にも達する可能性があります。 

 

また英国は、プライスキャップ制度に参加する当事者に多くの報告義務を課しています。例えば、英国

のサービス提供者は、プライスキャップの禁止事項に違反した場合にはOFSIに報告し、「英国の制裁措

置の違反が疑われる場合、合理的に実行可能な限り速やかにそのサービスを取り止めること」が義務付

けられています。 

 

EU 

英国と同様に、EUは金融および技術的海事サービス産業の中心地となっています。 

 

2022年6月 4日に発表された第 6次制裁パッケージ（EU規則833/2014の修正）は、ロシア原産の

石油を第三国に運ぶ船舶への海事サービスの提供を、原油については 2022年 12月 5日以降、石油製

品については2023年 2月 5日以降禁止しました。規則 833/2014とそれに付随する統合FAQ（よく

ある質問）は、9月にEU/G7連合が発表したプライスキャップ制度の基礎を形成するものとなりまし

た。 

 

https://www.gov.uk/government/publications/russian-oil-services-ban
https://www.gov.uk/government/publications/russian-oil-services-ban
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2022年 10月 6日に EUは第 8次制裁パッケージを発表し、上限価格以下で販売された貨物の輸送お

よび関連する海事サービスに対する例外措置を盛り込みました。 

 

2022年12月3日には、欧州理事会がプライスキャップを発効させる決定を発表しました。 

 

また欧州委員会は 2022年 12 月 3 日にプライスキャップ制度の解釈に関する FAQ とガイダンスを発

表しました。 

 

2023年 2月 4日、EUは、CNコード 2710に該当するロシア原産の石油製品のプライスキャップに

関する決定を公表しました。また同日、石油製品のプライスキャップ制度の運用に関する改訂版FAQと

ガイダンスも発表されました。 

 

EUのプライスキャップ制度は、大部分において米国・英国の制度と酷似していますが、EUの既存の法

律を反映したいくつかの重要な違いがあります。 

 

英国や米国の規則と同様に、EUの制度でも、石油が目的地の第三国で通関した後、「...非特恵原産地規

則に沿って実質的に別の商品に変換されることなく（すなわち、精製されることなく）、再び海上輸送さ

れることになった場合...プライスキャップは依然として適用され」ます。 

 

ここでも、当事者は貨物の価格について適切な Attestation を取得することが期待されており、その内

容はどの Tierに該当するかによって異なります。各 Tier の定義は、英国や米国で採用されているもの

と同じで、船主と P&Iクラブは Tier 3に分類されています。FAQには「価格情報に直接アクセスでき

ない EU事業者が、適切なデューディリジェンスを尽くした上で、合理的に Attestationを信頼した場

合、仮にその Attestation が改ざんされていたり、違法な者によって提供されていたとしても、EU 事

業者が誠実に行動していれば、プライスキャップに違反しているとはみなされないだろう」と書かれて

います。 

 

事業者は、プライスキャップ取引の記録を 5年間保管することを義務付けられています。 

 

EU規則 833/2014の第3n条第 7項が、上限価格を超える価格のロシア産の原油や石油製品を輸送し

ていることが判明した船舶に対する金融・技術サービスの提供を永続的に禁止すると読めることから、

この規定がどのように解釈されるかについて懸念がありました。同条項の解釈については、FAQ 32～

34 に記載されており、非 EU 船舶に関しては、そのような禁止はプライスキャップを故意に違反した

場合に限られ、その後の航海への海事・技術サービスの提供の禁止は、ロシアの貨物についてのみ適用

され、90日間に及ぶ旨が説明されています。他方、第3n条第7項に違反したEUの船舶は、関連する

加盟国の法律に従って処分されることになります。 

 

経過措置 

米国・英国・EU の立法機関は、いずれもプライスキャップ制度が開始した時点ですでにロシア産原油

を輸送していた船舶に対し、2023 年 1 月 19 日までの 45 日間の事業縮小期間を設けることを定めま

した。事業縮小期間の開始と終了の正確なタイミングは、3つの管轄（米国・英国・EU）で若干異なり

ます。 

 

英国の法律では、P&Iクラブは、2022年12月5日 12:01（GMT）より前にロシア産原油を積んだ船

主または用船者が、貨物が 2022年12月 5日05:01（同）より前に完全に積み込まれたこと、2023年

1月 19日 05:01（GMT）より前に荷揚げされたことが確認できるData Attestationをクラブに提出

https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/PDF/?uri=OJ:L:2022:259I:FULL&from=EN
https://eur-lex.europa.eu/eli/reg/2022/2367
https://ec.europa.eu/commission/presscorner/detail/en/qanda_22_7469
https://www.consilium.europa.eu/en/press/press-releases/2023/02/04/eu-agrees-on-level-of-price-caps-for-russian-petroleum-products/
https://finance.ec.europa.eu/system/files/2023-02/guidance-russian-oil-price-cap_en.pdf
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した場合に限り、保険カバーを提供できます。 

 

クラブが引き続きカバーを提供できるようにするためには、ロシアの原油を輸送している船主や用船者

は、本特別回報の Attestation フォーム（添付 1）に記入しクラブへ送付することで、この要件を満た

す必要がありました。 

 

米国、英国、EU の立法機関は、いずれもプライスキャップ制度が開始された時点でロシアの石油製品

を積載していた船舶について、2023年4月 1日までの事業縮小期間を認めています。 

 

英国の法律では、P&Iクラブは、2023年2月5日12:01（GMT）より前にロシア産石油製品を積ん

だ船主または用船者が、貨物が 2023 年 2 月 5 日 05:01（同）より前に完全に積み込まれたこと、

2023 年 4 月 1 日 05:01（GMT）より前に荷揚げされる予定であることが確認できる Data 

Attestationをクラブに提出した場合に限り、保険カバーを提供できることになっています。 

 

クラブが引き続きカバーを提供できるようにするためには、現在ロシアの石油製品を輸送している船主

や用船者は、本特別回報のAttestationフォーム（添付1）に記入し可能な限り速やかにクラブへ送付

することで、この要件を満たす必要があります。 

 

求められる証明（Attestation）の形式 

船主は、3つの管轄（米国・英国・EU）すべてにおいて、Tier 3とみなされます。そのため、船主は、

契約の相手方（通常、用船者）から、相手方がプライスキャップを超える原油または石油製品を購入し

ないという契約上の確約を得なければなりません。そのような Attestation は、単独の文書である場合

もあれば、広範な契約に含まれる場合もあります。 

 

3つの管轄は、個別の契約に適合させることができるAttestationの文案を提供しています。 

 

用船者は、売買契約における役割に応じて、Tier 3、場合によっては Tier 2となる可能性があります。

例外的に、特に売買契約の当事者である場合や、売買契約から直接利益を得る場合には、Tier1 にもな

り得ます。その場合、Attestationの義務はより厳しくなります。Tier 2の場合、契約に基づく価格の詳

細を入手し、要求に応じて他の当事者が利用できるようにすることが要求されます。価格情報が入手で

きない場合、プライスキャップを超える石油を購入しないという確約を入手する必要があります。Tier 

1の取引先が英国の管轄下にある場合を含め、追加の報告義務が適用されるケースもあります。 

 

記録の保管 

3 つ管轄は、いずれもプライスキャップ制度に参加する当事者に記録の保管を義務付けています。英国

の場合は 4 年間、米国と EU の場合は 5 年間、記録を保管しなければなりません。記録の保管の程度

は、プライスキャップ取引における当事者の立場、すなわち Tier 1、2、3のいずれに該当するかによっ

て決まります。 

 

クラブの保険カバー 

IG加盟クラブは、自身の規則に従って、ロシアの原油・石油製品の合法的な輸送に従事する船舶に保険

カバーを提供することができます。組合員（船主または用船者）がそのような合法的な輸送に従事する

ためには、すべてのプライスキャップ制度の要件を完全に遵守し、適切なデューディリジェンスを尽く

し、Attestationプロセスを忠実に守らなければなりません。 

 

ロシア産の原油・石油製品を輸送する組合員は、3つの管轄の要件に留意し、P&Iクラブの要請に応じ
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て、航海を行う際に依拠するAttestationのコピーをP&Iクラブに提供する準備をする必要があります。 

 

クラブは、プライスキャップ制度を遵守するために、船主または用船者に提供されたプライスキャップ

の Attestation が虚偽であると疑われる合理的な理由がある場合、または航海開始後に貨物がプライス

キャップより高額で販売された場合、保険カバーを取り止めることが求められます。 

 

あらゆる状況において、クラブの保険カバーはプライスキャップ制度の厳格な遵守が条件となります。

英国と米国の法律の適用を受けるクラブは、プライスキャップ制度の違反が疑われる場合、それぞれの

規制当局に通知する義務も負っています。 

 

組合員におかれましては、2022年 12月 5日 05:01（GMT）から、プライスキャップの対象となる

ロシアの原油に対するP&Iカバーは、供給された（される）または引き渡された（される）ロシアの原

油の単価が上限価格以下であることが条件となることにご注意ください。 

 

また、2023年2月5日05:01（GMT）から、プライスキャップの対象となるロシアの石油製品に対

するP&Iカバーは、供給された（される）または引き渡された（される）ロシアの石油製品の単価が上

限価格以下であることが条件となることにご注意ください。 

 

プライスキャップ制度に従ってロシアの原油または石油製品を輸送する予定の組合員（船主および用船

者）は、本特別回報に添付されたAttestationフォーム（添付2）に記入のうえ、可能な限り速やかに

クラブへご提出ください。 

 

ロシア産の燃料油 

ロシア産の燃料油をロシアまたはその他の地域で使用することを考えている船主および用船者は、その

合法性について確認することが推奨されます。船舶の燃料油を構成する典型的な石油製品は、プライス

キャップ制度の対象となる CNコード 2710に該当しますが、EUや英国の規則・ガイダンスは、燃料

油の扱いについて完全に明確にしていません。IGは現在、追ってさらなるガイダンスを提供できるよう

に、関連する規制当局に説明を求めています。 

 

緊急事態への保険カバー 

  

プライスキャップに関する法律は、制裁が海難事故への対応を妨げることがないようにする必要性を認

識しているようにみえます。 英国の法律には、人間の健康や安全、インフラ、環境に対する危害の防止・

軽減を支援するため海難事故に対処する人の活動に対する例外規定があります。おそらく範囲は狭いも

のの、同様の規定はEUの法律にもあり、米国のGeneral Licence No.57は、乗組員の健康や安全、環

境保護に関する船舶の緊急事態への対処に通常付随し必要となる海事サービス取引を許可しています。 

  

IG加盟クラブは、CLC・バンカー・ナイロビ条約に従って発行されたブルーカードに基づく、海難事故

における第三者の被害者（沿岸国を含む）への直接的な義務に留意しており、クラブが海難事故による

損害の防止軽減に関連する第三者からの請求に対応する必要性があるとの認識が広まることを歓迎しま

す。 

  

しかしながら、組合員は、クラブがブルーカードに基づく義務を一旦負い、違法な運送を伴う航海に関

係したとの理由でブルーカード上の義務が免除された場合、クラブはその費用を組合員から回収する権

利を持つことにご留意ください。 
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リスク 

EU/G7 連合（オーストラリアを含む）が進めているプライスキャップ制度は、独自のコンプライアン

ス上の課題を生じさせています。 

 

ロシアはプライスキャップ制度に反対しており、虚偽の書類を作成したり、複数回のSTSを利用して原

産地の異なる貨物を混ぜたり、あるいは原産地を不明瞭にしたりすることで、制裁を免れようとするリ

スクがあります。 

 

船主や用船者は、適切なデューディリジェンスを尽くし、表面上有効な Attestation を入手すれば、い

かなる法律にも違反することはありませんが、保険者、再保険者、旗国、銀行などの海事サービスや技

術支援の提供者は、プライスキャップが遵守されていないと疑うに足る合理的な理由がある場合、その

サービスを取り止める義務を負います。 

 

船積み後に違反が確認された場合、当局が貨物の最良の処分方法を決定するまでの間、長期にわたって

船舶が無保険かつ通常の銀行サービスを利用できない状態に置かれるおそれがあります。 

 

IGの全てのクラブが同様の内容の回章を発行しています。 

 

以上 

 

 

添付資料：1. Attestationフォーム（2023年 2月 5日より前に船積みされた石油製品の輸送） 

     2. Attestationフォーム（プライスキャップ対象の貨物の輸送） 



ATTACHMENT I 

 

Issued to: 

 

_____________________________________ 

Name of P&I Club 

_____________________________________ 

Address of P&I Club 

 

RUSSIAN PETROLEUM PRODUCTS WIND DOWN ATTESTATION  

 

1. The Assured represents and warrants that Russian Petroleum Products loaded on board the 

[INSERT NAME OF VESSEL] (the “Vessel”) were: 

 

(a) loaded onto the Vessel at the port of loading prior to 5:01 a.m. GMT February 5, 2023, 

and  

(b) was or will be offloaded at the port of destination prior to 5:01 a.m., GMT, 1 April 2023 

  

2. The Assured has retained information and documentation; (i) pertaining to the details of the 

voyage (including the load and discharge port, and parties to the transaction); and (ii) 

demonstrating that the Russian Petroleum Products were loaded onto the Vessel at the port 

of loading prior to 5:01 a.m. GMT February 5, 2023, and was or will be offloaded at the 

port of destination prior to 5:01 a.m., GMT, 1 April 2023; and will supply the same to the 

Club as quickly as practicable upon request and in no case later than five business days of 

the request. 

 

3. The Assured and the Club will retain the executed version of this attestation for five years. 

 

 

____________________________________ 

Policy Number or other reference 

 

____________________________________ 

Insured name 

 

____________________________________ 



Insured address 

 

____________________________________ 

Represented by (name) 

 

____________________________________ 

Position of representative 

 

 

____________________________________ 

Signature 

 

____________________________________ 

Date of signature 

 



ATTACHMENT II  

 

Issued to: 

 

_____________________________________ 

Name of P&I Club 

_____________________________________ 

Address of P&I Club  

 

 

 

PRICE CAP ATTESTATION FOR RUSSIAN ORIGIN OIL AND/OR PETROLEUM PRODUCTS 

 

1. The Assured represents and warrants that for any provision of services related to the 

maritime transportation of Russian origin oil or Petroleum Products by any party 

entitled to cover such transportation has been, is, and will be in compliance with the 

price cap policy administered and enforced by the governments of the United 

Kingdom, the United States, the European Union and its Member States, including 

their allies and partners such as Japan and Norway. The Assured represents and 

warrants that it has not taken and will not take any action with the effect or purpose of 

evading, circumventing, or attempting to violate the price cap policy. 

 

2. The Assured shall provide to the Club information and documentation related to 

compliance with the price cap policy, including any relevant attestation and/or proof 

of reporting provided by a Tier 1 or Tier 2 actor, as quickly as practicable upon request 

and in no case later than five business days of the request. 

 

3. In the event the Assured becomes aware of circumstances that provide reasonable 

cause to suspect that it may have been or may be involved in any activity contrary to 

the price cap policy, the Assured shall immediately notify the Club of such 

circumstances. The Club may notify relevant authorities of information that provides a 

reasonable cause to suspect that a violation of the price cap policy has taken place. 

 

4. The Club shall not indemnify an Assured against any liabilities, costs or expenses 

where the provision of cover, the payment of any claim, or the provision of any benefit 

in respect of those liabilities, may expose the Club to risk of violation of the price cap 



policy.  In the event the Club determines that a violation of the price cap policy has 

taken place, the Club may immediately terminate the policy and will have no liability 

whatsoever under the policy beyond what is permitted by applicable law. 

 

5. The Assured and the Club will retain the executed version of this attestation for five 

years. 

 

 

_____________________________________ 

Policy Number or other reference 

 

_____________________________________ 

Insured name 

 

_____________________________________ 

Insured address 

 

_____________________________________ 

Represented by (name) 

 

_____________________________________ 

Position of representative 

 

 

_____________________________________ 

Signature 

_____________________________________ 

Date of signature 

 


